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氏
名
・
年
齢
・
所
属
政
党

・
マ
ル
は
当
選
回
数

一
、
職
業　

二
、
簡
単
な

経
歴　

三
、
趣
味

四
、
町
政
に
対
す
る
姿
勢

や
抱
負

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
国
家
と
し
て
二
千
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今

私
た
ち
が
こ
う
し
て
生
き
て
い

ら
れ
る
の
は
先
人
た
ち
の
積
み

重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、

多
く
の
方
々
の
努
力
、
そ
し
て

戦
争
や
災
害
で
亡
く
な
っ
た
方

々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
想

い
、
守
ろ
う
と
し
た
未
来
は
、

ま
さ
に
我
々
が
生
き
て
い
る

『
今
』
こ
の
瞬
間
で
す
。
そ
の

『
今
』
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
、

先
人
た
ち
が
し
て
く
れ
た
よ
う

に
、
こ
の
日
本
と
地
域
を
よ
り

良
く
し
て
次
の
世
代
へ
引
き
継

ぐ
責
任
が
あ
り
ま
す
。
世
に
流

さ
れ
て
惰
性
で
過
ご
す
の
で
は

な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
世
界
の
情

勢
に
目
を
配
り
、
学
び
、
考
え
、

そ
し
て
声
を
発
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒
澤　

敦
史　

40
歳

無
所
属　

①

一
、
会
社
役
員

二
、
東
京
理
科
大
学
大
学
院

　
　

修
士
課
程
修
了

　
　

小
海
町
商
工
会
青
年
部
所

　
　

属

三
、
焚
き
火
、
岩
盤
浴
、
Ｙ
ｏ

ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
鑑
賞

四
、
こ
の
度
の
選
挙
で
は
、
皆

様
に
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ

　

私
は
町
民
皆
様
の
声
を
聴
き
、

一
緒
に
考
え
、
そ
し
て
そ
れ
を

議
会
へ
、
町
長
へ
、
役
場
へ
届

け
ま
す
。
皆
様
自
身
の
た
め
、

そ
し
て
、
私
た
ち
の
子
や
孫
、

ま
た
そ
の
次
の
世
代
の
た
め
、

“
一
緒
”
に
未
来
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

鷹
野　

文
則　

63
歳

無
所
属　

①

一
、
農
業

二
、
臼
田
高
等
学
校
卒

　
　

小
海
赤
十
字
病
院
勤
務

　
　

佐
久
総
合
病
院
小
海
分
院

　
　

事
務
長

　
　

特
養
こ
う
み
の
里
施
設
長

四
、
こ
の
度
の
小
海
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
初
当
選
の

栄
を
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

う
え
は
甚
だ
微
力
な
が
ら
、
皆

様
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
る
べ

く
、
小
海
町
の
発
展
に
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
、
医
師
会
等
の
介
入
が

厳
し
い
地
域
で
の
集
団
免
疫
獲

得
に
尽
力
し
ま
す
。
ま
た
、
経

済
産
業
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

あ
る
社
会
の
変
革
、
二
〇
二
五

年
問
題
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

今
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
組

織
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革

に
対
応
す
べ
く
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

篠
原　

哲
雄　

67
歳

無
所
属　

①

一
、
自
営
業

二
、
昭
和
二
十
八
年
本
間
生

　
　

臼
田
高
等
学
校
卒

　
　

県
農
業
技
術
大
学
校
卒

　
　

令
和
二
年
嶋
屋
種
苗
株
式

　
　

会
社
退
社

　
　

本
間
区
長
現
職

三
、
野
菜
作
り
・
ゴ
ル
フ

四
、
こ
の
度
の
議
会
選
挙
に
お

い
て
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
間
上
宿
地
区
に
三
十
五
区

画
の
宅
地
分
譲
地
が
造
成
さ
れ

ま
す
。
小
海
町
の
人
口
減
少
に

少
し
で
も
歯
止
め
が
か
か
る
こ

と
を
期
待
し
、
町
内
外
か
ら
の

子
育
て
世
代
の
移
住
定
住
を
促

進
し
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
小
海

が
元
気
に
な
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。

　

長
年
勤
務
し
た
種
苗
会
社
の
、

経
験
を
活
か
し
て
農
業
・
特
産

品
振
興
に
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

「
小
海
町
・
小
海
町
民
の
為

に
」
を
、
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
期
で

あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

行
き
渡
り
、
一
日
も
早
い
終
息

を
願
い
、
皆
さ
ん
で
乗
り
越
え

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

井
出　

和
人　

72
歳

無
所
属　

①

一
、
農
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
等
学
校
卒

　
　

県
農
技
大
須
坂
園
芸
実
科 

　
　

卒

　
　

元
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
職
員

　
　

前
農
業
委
員

三
、
ス
ポ
ー
ツ
・
中
国
旅
行

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
は
、
多
く
の
皆
様

よ
り
ご
支
援
を
頂
き
、
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、「
誠

実
」・「
実
行
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

行
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
第
一
に
林
業
問
題
に

取
り
組
み
ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
価

格
が
低
迷
す
る
中
、
間
伐
作
業

や
主
伐
後
の
再
造
林
作
業
等
が

敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。「
主
伐
後
の
再
造
林
、
保

育
十
年
保
証
制
度
」
の
利
用
促

進
、
再
造
林
に
必
要
な
「
分
収

造
林
契
約
」
等
々
の
制
度
を
利

用
し
、
森
林
の
荒
廃
を
止
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
農
業
問
題
、
特
に
遊

休
農
地
の
再
利
用
に
取
り
組
み

　公
民
館
報
編
集
委
員
会
で
は
、
四
月
二
十
五
日
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
さ

れ
た
十
二
名
の
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
町
政
に
対
す
る
姿
勢
や
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（議
席
番
号
順
）

町
議
会
議
員
十
二
名
決
ま
る

　

行
政
と
共
に
町
の
発
展
を
託
す
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ま
す
。

　

町
内
の
遊
休
農
地
の
把
握
と

地
主
の
意
向
調
査
を
早
急
に
実

施
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン

の
皆
さ
ん
に
「
借
り
易
く
使
い

易
い
」
農
地
情
報
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。

渡
邊　

晃
子　

40
歳

日
本
共
産
党　

①

一
、
無
職  

二
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
出
身
。

東
海
大
学
教
養
学
部
卒
。

日
本
共
産
党
湘
南
地
区
委

員
会
勤
務
。
五
年
前
に
夫

と
小
海
町
に
移
住
。
二
歳

の
子
育
て
中
。

三
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

四
、
こ
の
度
は
、
町
民
と
し
て

ま
だ
何
者
で
も
な
い
よ
う
な
私

を
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
議
会

に
送
り
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
自
治
法
に
、「
地
方
公
共

団
体
は
…
住
民
の
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
と
と
も
に
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。
住
民
の
福
祉
増

進
す
な
わ
ち
、
皆
さ
ん
お
一
人

お
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
特
に
、
困

っ
て
い
る
方
に
寄
り
添
え
る
、

温
か
い
町
に
し
て
行
き
た
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思

い
で
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
幸
せ

に
繋
が
る
町
政
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
し
っ
か
り
勉
強
し
な
が

ら
、
ま
た
皆
さ
ん
の
お
声
を
聴

き
な
が
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
行

き
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
一
方
通

行
に
な
ら
ず
、
現
場
・
職
員
の

皆
さ
ん
と
よ
く
お
話
し
な
が
ら
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
心
か
ら
幸

せ
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
精
一

杯
努
め
ま
す
。

的
埜　

美
香
子　

51
歳

日
本
共
産
党　

④

一
、
農
業

二
、
南
九
州
大
学
園
芸
学
部
卒

　
　

小
海
町
議
会
副
議
長

三
、
料
理
、
音
楽

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
性

の
目
線
で
暮
ら
し
の
身
近
な
問

題
、
子
育
て
や
教
育
、
お
年
寄

り
や
障
が
い
者
な
ど
ひ
と
り
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く

り
へ
、
又
、
防
災
や
農
林
業
対

策
、
若
者
定
住
な
ど
公
約
実
現

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
の
暮

ら
し
や
営
業
が
大
変
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
国
の
政
治
を
正

す
と
同
時
に
、
一
番
身
近
な
町

の
政
治
が
、
一
つ
一
つ
の
問
題

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
保

税
や
介
護
保
険
料
の
値
下
げ
、

保
育
料
（
未
満
児
）、
学
校
給

食
費
の
無
料
化
な
ど
で
住
民
負

担
の
軽
減
や
コ
ロ
ナ
対
策
に
町

の
思
い
切
っ
た
財
政
支
援
を
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
女
性
の
力
が
当
た

り
前
に
発
揮
で
き
る
町
づ
く
り

を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
出　

幸
実　

73
歳

無
所
属　

②

一
、
農
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
等
学
校
卒

　
　

予
算
決
算
常
任
委
員
長

三
、
ス
ポ
ー
ツ

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
当
た
り
ま
し
て
、
皆
様
方

の
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

て
再
度
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
の
立
候
補
の
原
点
は
、
小

海
町
に
生
ま
れ
、
現
在
に
至
る

こ
の
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
小

海
町
・
町
民
に
届
け
た
い
と
い

う
思
い
で
い
ま
す
。　

　

私
は
町
政
に
対
し
て
次
の
提

言
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㈠　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
積
極

的
な
事
業
・
支
援
等
を
提
言

し
ま
す
。

㈡　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り

　

ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
育
て
で

き
、
安
心
し
て
社
会
人
と
し

て
送
り
出
せ
る
環
境
づ
く
り

㈢　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町

づ
く
り

　

高
齢
者
世
帯
の
不
安
を
解

消
し
、
適
度
な
仕
事
の
確
保

・
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
・
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
町
・
子
ど
も
、
若
者
、
高

齢
者
、
障
が
い
を
持
つ
方
達

が
共
存
で
き
る
町
を
目
指
し

ま
す
。

㈣　

農
業
・
商
工
観
光
の
振
興 

を
進
め
ま
す
。

　

農
業
・
商
工
観
光
に
携
わ
る

人
た
ち
の
元
気
が
町
の
発
展
に

繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

与
え
ら
れ
ま
し
た
四
年
間
、

一
生
懸
命
に
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

品
田　

宗
久　

73
歳

無
所
属　

②

一
、
二
十
歳
で
家
業
の
パ
ン
業

界
に
入
り
、
今
年
で
五
十

三
年
に
な
り
ま
す
。

四
、
二
十
五
歳
の
時
に
天
然
酵

母
パ
ン
の
先
生
と
出
逢
い
、
先

生
は
当
時
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は

物
の
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か

さ
で
健
康
の
事
を
考
え
利
益
よ

り
信
用
を
大
切
に
し
た
商
売
を

し
ろ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
の
時
に
は
「
農

業
は
土
地
を
守
れ
、
商
業
は
町

を
守
れ
」
と
言
わ
れ
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
こ
の
町
で
楽

し
く
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
今
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
為
に
は

地
域
で
の
経
済
の
循
環
と
三
世

代
が
繋
が
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
再
生
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

お
互
い
に
助
け
合
わ
な
い
と

生
き
て
い
け
な
い
所
に
人
間
の

最
大
の
弱
味
が
あ
り
そ
の
弱
味

ゆ
え
に
お
互
い
に
助
け
合
う
所

に
人
間
の
最
大
の
強
み
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
価
値
観
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
今
、
小
海
町

の
強
味
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
小
海

な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
を
生

み
出
し
、
希
望
と
勇
気
と
や
り

が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

小
池　

捨
吉　

77
歳

無
所
属　

②

一
、
無
職

二
、
Ｊ
Ｒ
・
新
津
組

　
　

総
務
産
業
常
任
委
員
長

三
、
家
庭
菜
園
、
山
歩
き
・
旅

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
ご
支
援
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
で
人
口
減
少
が
進
む
現
在
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で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
海
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え
る
町

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
面
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。

　

経
済
対
策
は
短
期
支
援
と
し

て
一
時
金
支
給
。
長
期
的
支
援

と
し
て
各
種
税
の
軽
減
で
、
国

に
は
支
援
を
要
望
す
る
所
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
は
人
・
物
の

流
通
で
す
。
中
部
横
断
道
の
素

案
と
セ
ン
タ
ー
杭
が
打
た
れ
た

時
点
が
町
の
正
念
場
と
考
え
ま

す
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
施

策
を
提
案
し
、
こ
の
期
を
逃
す

こ
と
な
く
五
十
〜
一
〇
〇
年
先

の
町
を
考
え
長
期
的
な
施
策
で

事
前
の
投
資
を
提
案
し
ま
す
。

　

議
員
に
は
提
案
権
・
議
決
権

は
あ
り
ま
す
が
、
執
行
権
は
あ

り
ま
せ
ん
。
議
員
・
首
長
、
双

方
の
権
限
を
両
輪
と
し
、
住
民

の
意
見
・
要
望
に
耳
を
傾
け
福

祉
の
増
進
を
図
り
、
町
の
活
性

化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た

議
員
と
し
て
是
々
非
々
の
明
確

と
忖
度
の
無
い
姿
勢
で
臨
み
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
坂　

辰
六　

68
歳

無
所
属　

③

一
、
会
社
役
員

二
、
町
議
会
議
長
、
監
査
委
員

四
、
四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
町

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
皆
様
の

ご
支
援
を
賜
り
三
期
目
の
当
選

が
出
来
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
選
後
の
臨
時
議
会
に
於
い

て
議
員
の
皆
様
の
ご
支
持
を
頂

き
、
私
自
身
二
度
目
の
議
長
の

要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
も
の
と
自
覚
す
る
処

で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
議
員
と

し
て
の
原
点
で
あ
り
ま
す
「
小

海
町
の
議
会
議
員
の
職
域
と
職

責
は
、
小
海
町
の
為
と
小
海
町

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
為
に
あ

る
。」
こ
れ
を
基
軸
と
し
て
、

議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
回
三
期
目
を
目
指
す
に
あ

た
り
三
月
定
例
会
で
、
今
年
度

か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
長
期

振
興
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
大
畑
区
の
町
営
住

宅
の
建
設
や
、
本
間
上
区
で
の

宅
地
造
成
整
備
計
画
。
そ
し
て
、

新
田
・
小
海
原
線
や
松
原
・
海

尻
線
の
拡
幅
改
良
計
画
。
又
、

小
海
駅
周
辺
再
整
備
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
不
断
に

湧
き
上
が
る
町
政
の
諸
課
題
に

対
し
て
、
真
摯
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

篠
原　

伸
男　

73
歳

無
所
属　

③

一
、
無
職

二
、
東
洋
大
学
卒

　
　

予
算
決
算
常
任
委
員
長

　
　

民
生
文
教
常
任
委
員
長

　
　

監
査
委
員

四
、
こ
の
度
の
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
心
暖
か
い
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
議
員
に
は
二
つ
の
大

き
な
役
割
・
使
命
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
町

に
伝
え
る
パ
イ
プ
と
し
て
の
役

割
。
一
つ
は
町
が
法
律
・
条
例

等
に
則
っ
て
町
民
の
皆
様
の
た

め
に
公
平
・
無
私
の
行
政
を
正

し
く
行
な
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
使
命
。
こ
の
こ
と
を

念
頭
に
、
是
は
是
、
非
は
非
の

ス
タ
ン
ス
で
町
政
を
直
視
し
、

次
の
四
点
を
提
案
し
、
人
口
減

少
社
会
や
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
耐
え
得
る
町

づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

㈠　

地
域
で
見
守
る
子
育
て
、

老
い
て
も
買
い
物
も
外
出
も

心
配
な
い
や
さ
し
い
町
。

㈡　

豊
富
な
自
然
と
熱
い
人
情

で
リ
ピ
ー
タ
ー
あ
ふ
れ
る
町
。

㈢　

人
の
温
も
り
と
文
化
あ
ふ

れ
ず
ー
っ
と
居
た
く
な
る
町
。

㈣　

未
満
児
保
育
無
償
で
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
。

篠
原　

義
從　

73
歳

無
所
属　

③

一
、
自
営
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
等
学
校
卒

　
　

馬
流
総
区
長

　
　

総
務
産
業
常
任
委
員
長

　
　

議
会
運
営
委
員
長

三
、
ゴ
ル
フ
、
海
釣
り

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
対
し
皆
様
方
の
熱
い
ご
支

援
を
頂
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
一
期
目
か
ら
の
公

約
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
問
題

へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
老
々
介
護
へ
の
取
り

組
み
。
そ
し
て
国
、
地
方
も
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
Ｃ
Ｏ
２
削
減
問
題

と
問
題
山
積
み
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
問
題
は
人
口
減
少
に
は

ど
め
を
か
け
る
べ
き
施
策
と
し

て
住
む
場
所
の
確
保
と
し
て
集

合
住
宅
、
家
を
建
て
た
い
人
の

要
望
に
応
え
た
団
地
造
成
、
雇

用
に
関
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
な

る
、
雇
用
も
生
ま
れ
る
）
を
目

指
し
町
に
提
言
を
し
て
行
き
ま

す
。
老
々
介
護
に
つ
い
て
は
介

護
福
祉
の
充
実
に
力
を
入
れ
、

ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
か

考
え
、
お
年
寄
り
が
お
年
寄
り

を
見
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
二
期
八
年
の

経
験
を
生
か
し
、
皆
様
の
考
え

要
望
を
町
に
届
け
実
現
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
皆
様

も
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。
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私
の
出
身
は
埼
玉
県
川
口
市

で
す
。
川
口
市
は
東
京
都
に
隣

接
し
「
本
当
に
住
み
や
す
い
街

大
賞
」
で
二
年
連
続
一
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。
近
所
に
ス
ー
パ

ー
や
飲
食
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

都
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
と

い
う
点
で
は
便
利
で
す
。
し
か

し
、
自
宅
の
近
く
に
は
庭
も
畑

も
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
宅
周
辺
は
ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
、

公
園
で
は
花
火
・
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
禁
止
、
遊
具
は
怪
我
を
す
る

か
ら
と
い
う
理
由
で
撤
去
さ
れ

る
な
ど
、
子
供
に
と
っ
て
は
窮

屈
な
環
境
で
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
祖
父
母

が
住
ん
で
い
る
小
海
町
（
八
那

池
）
に
来
る
と
、
夏
は
、
千
曲

川
で
獲
っ
た
ハ
ヤ
や
ヤ
マ
メ
・

カ
ジ
カ
と
、
畑
で
収
穫
し
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
玉
ね
ぎ
・
ナ
ス

・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
使
っ
て
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
（
そ
の
後
は
花

火
）
が
で
き
、
冬
は
、
か
ま
く

ら
・
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
遊
ん

だ
り
、
餅
つ
き
が
出
来
る
の
で
、

子
供
の
頃
か
ら
小
海
町
に
来
る

こ
と
が
本
当
に
楽
し
み
で
し
た
。

　

ま
た
、
川
口
市
は
街
灯
が
多

い
た
め
星
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま

せ
ん
が
、
小
海
町
は
星
が
と
て

も
綺
麗
で
す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

流
星
群
の
時
期
や
、
秋
の
空
気

が
澄
ん
で
く
る
頃
、
流
れ
星
を

探
す
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
最
近
で
は
、
八
ヶ
岳
（
赤

岳
、
横
岳
、
硫
黄
岳
、
天
狗
岳

な
ど
）、
男
山
、
御
座
山
、
茂

来
山
な
ど
へ
の
登
山
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

小
海
町
は
私
に
と
っ
て
小
さ

い
頃
か
ら
の
思
い
出
の
場
所
で
、

と
て
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
小
海
町
で
、
今
年
の
四
月
か

ら
役
場
で
働
く
機
会
を
い
た
だ

き
、
防
災
無
線
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
放
送
は
初
め
て
の

経
験
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
か

ら
感
想
や
お
手
紙
を
頂
戴
し
、

と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
の
業
務
は
多
岐
に
渡
る
の

で
、
早
く
業
務
を
覚
え
て
、
町

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　

都
会
と
田
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
良

さ
が
あ
り
ま
す
が
、
都
会
の
方

の
多
く
は
田
舎
の
良
さ
を
知
る

機
会
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
各
方
面
の
方
々

と
協
力
し
な
が
ら
、
小
海
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
向
け
て

発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

梅
雨
の
季
節

に
な
り
山
々
は

深
い
緑
に
豊
か

に
覆
わ
れ
て
い

る
。
私
達
が
、

ど
ん
な
形
で
日

常
を
過
ご
し
て

い
て
も
、
変
ら
ず
に
季
節
は
移

ろ
っ
て
ゆ
く
。

　

山
に
生
育
し
て
い
る
様
々
な

種
類
の
木
々
達
は
、
寒
い
季
節

の
間
、
静
か
に
眠
っ
て
い
る
感

じ
だ
っ
た
が
、
日
照
時
間
が
増

え
気
温
が
上
が
る
と
共
に
活
動

が
活
発
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
的
な
緑
色
で
山
々
を
着
飾
っ

て
い
た
。

　

若
草
色
や
萌
黄
色
は
よ
く
耳

に
す
る
が
、
も
う
少
し
明
る
く

眩
し
い
色
の
ク
ロ
ー
ム
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ト
が
あ
っ
た
。
明
る
い

色
に
は
ひ
わ
色
や
ひ
わ
萌
黄
が

あ
る
。
眩
し
さ
と
い
え
ば
若
苗

色
も
負
け
て
な
い
。
落
ち
着
い

た
色
に
は
葵
緑
や
浅
緑
が
あ
る

が
、
更
に
落
ち
着
い
た
色
に
、

柳
色
や
、
少
し
青
み
が
か
っ
た

青
柳
。
更
に
青
い
柳
緑
が
あ
る
。

光
の
加
減
な
の
か
、
少
し
白
み

が
か
っ
た
若
竹
色
や
薄
柳
も
見

ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
様
々
で
豊
か
な
色
合

い
は
、
自
然
界
か
ら
の
貴
重
な

贈
り
物
だ
。
い
つ
ま
で
も
大
切

に
し
た
い
。

（208）

八
那
池　

小
池
由
美
香

　

五
月
十
六
日
㈰
小
海
リ
エ
ッ

ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於

い
て
第
三
十
一
回
町
民
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
〇
八
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
自
粛
の
疲
れ
を

癒
す
目
的
や
、
仲
間
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
参
加

さ
れ
た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
始
め
の
大
会
で
思

う
よ
う
な
結
果
が
出
な
か
っ
た

方
も
、
納
得
の
ス
コ
ア
に
満
足

さ
れ
た
方
も
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
発
散
や
運
動
不
足
を
解
消
す

る
た
め
の
一
助
に
な
っ
た
事
と

思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
表
彰
式
は
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
小
海
リ
エ
ッ
ク

ス
さ
ん
か
ら
多
く
の
賞
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
で

大
会
を
終
了
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝　

宮
澤　

修
次

　

準
優
勝　

篠
原　

伸
男

　

第
三
位　

小
林　

靖
啓

　

第
四
位　

中
嶋　

明
彦

　

第
五
位　

宿
岩　

和
光

男
子
グ
ロ
ス
の
部

　

優　
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第
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井
上　

真
弓
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部

　

優　

勝　
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池　

正
幸

　

準
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勝　

井
出　

敏
彦

　

第
三
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小
池　

良
男

写
真

　

始
球
式　

有
坂
議
会
議
長　

第
三
十
一
回

　小
海
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
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み ん な の 楽 集 館
トリオ・ゾンネ　～太陽の響き～　コンサート

　5月23日㈰音楽堂ヤルヴィホールで、今年度最初のコ
ンサートが開催されました。昨年度と同様に、コロナウ
イルス感染症対策として、入場者制限を行いながらの開
催となりました。
　トリオ・ゾンネは、上田市の中学・高校の先輩後輩と
いう縁で結成された、トロンボーン・オーボエ・ピアノ
のトリオで、「ゾンネ」はドイツ語の「太陽」から命名
されたそうです。
　結成以来、練習を積み重ねた沢山の曲の中から、選り
すぐりの全14曲を披露されました。　
　グループ名のとおり、太陽の様に明るい3人によるバ
ランスの良い息の合った演奏で、やさしい音色に包
まれたコンサートとなりました。
　後半では、おなじみの「メドレー曲」の演奏があ
り、演奏者と来場者が一体になったかのような、と
ても素敵な空間（時間）を共有できました。又、3
人それぞれの独奏曲もあり、各楽器の持つ、個性あ
ふれるすばらしい音色に酔いしれました。

■あつさのせい？　スズキコージ　
馬が置き忘れた帽子を狐が拾い、拾った狐
はカゴを忘れ、カゴを拾った豚は…忘れ物
がぐるぐる回って最後は一体どうなるの!?
物語の楽しさや、絵のもつパワーに大人も子供も引き付けられま
す。小海町高原美術館企画展「スズキコージの大魔法画展」(6／
19〜8／29)と併せてお楽しみください。

■保存食＆食べ方テク　ダンノマリコ
知っているようで意外と知らない保存食とその食
べ方。旬の食材を「干す、漬ける、煮る」でおい
しくできる。素材別に展開されており、アレンジ
レシピも充実しているので、保存食を仕込んでみ
てはいかがですか。

新刊ピックアップ

○
そ
の
他
教
室

　

地
域
歴
史
講
座

　
　

7
月
14
日
㈬

　

編
み
物
教
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6
月
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日
㈭
・
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日
㈭
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月
1
日
㈭
・
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日
㈭

　

押
絵
教
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6
月
7
日
㈪
・
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日
㈪

　
　

7
月
5
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㈭

○
移
動
図
書

　
　

7
月
6
日
㈫
・
20
日
㈫

○
体
育
行
事

　

分
館
対
抗ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
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6
月
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日
㈰

　

町
民
ハ
イ
キ
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7
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日
㈰

　
　

小
淵
沢
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玄
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定
）

○
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楽
堂
コ
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ー
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高
橋
竹
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津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

6
月
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日
㈰

６
月
・
7
月
の
生
涯
学
習
事
業

○
野
鳥
図
鑑
画
家

　谷
口
高
司
が
描
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　ー
小
海
の
美
し
い
野
鳥
展
ー

　

6
月
5
日
㈯
〜
7
月
4
日
㈰

　

谷
口
氏
が
描
く
、
小
海
町

で
観
る
事
が
で
き
る
野
鳥
た

ち
の
展
覧
会
。

○
第
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回
ほ
ほ
笑
み
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7
月
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日
㈯
〜
8
月
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日
㈰

　

プ
ロ
ア
マ
の
壁
を
越
え
た
、

絵
画
・
工
芸
・
写
真
な
ど
の

合
同
作
品
展
。

松
原
湖
観
光
案
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所

　
　

電
話　

93
ー
2
0
0
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水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

6月の企画コーナー
●雷　　　　　　　　　●Happy Father’s Day!
●掘り出された歴史　　●時をこえる

第24回町民マレットゴルフ大会
　5月26日㈬に第24回町民マレットゴルフ大会が
松原高原マレットゴルフ場にて行われました。コロ
ナウイルス感染症対策を講じながら開催し、13名
の参加がありました。
　プレー中に聞こえてくる笑い声から、皆さんの楽
しそうな様子が伝わってきました。年配の方達の力
強いプレーに、元気をいただいた大会となりました。
　大会成績は次のと
おりです。

・優　勝
　黒澤　俊明　125
・準優勝
　柳澤　利昌　128
・第３位
　羽田　建身　132



第 5 2 8 号 令和3年6月11日(　)7 小 海 町 公 民 館 報

共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …６月号…
Vol.54

共育の広場

　全員が教科書を持つように、ＰＣタブレットを持って行う学習が始まりました。これからの多様な時代を生き
抜くために、必要な力を身に付けるための一つのツールになります。写真は3年生、総合「ハトの引き継ぎ会の
練習」の1コマです。2年生に伝わる発表のしかたを工夫する場面で、自撮りした映像を見ながら、声の大きさ
や間、目線などの大切さに気付き、本番に向けての意欲を高める姿が見られました。他にも、アサガオの成長を

写真とタッチペンによるコメントで記録したり、検索サイトを活用して必要な
情報を集めたり、アンケートをとり一人一人の考えをリアルタイムに共有する
ことで自分の考えを深めたりする場面で活用しています。画面をタッチするこ
とで操作できるのですが、子ども達の飲み込みの早さはたいしたものです。こ
れまではＰＣ室を使える時間だけだった学習も、いつでもできるようになりま
す。一人一人の反応を踏まえた双方型の授業、リモートでつながる授業など、
子ども達の力を高めていけるよう工夫していきたいと思います。

　5月10日㈪の校長講話で、小坂校長先生から「チムグクル」という沖縄の方言とその意味「思いやり・優しさ
・人を気づかう心」の紹介がありました。そして、「1日1チムグクル」という合言葉に、日々の生活の中で小さ
な思いやりを大切にしたいという願いが込められている事を教えていただきました。また、文科省公式動画「今、
キミにできること〜差別・偏見をなくすために〜」の視聴を通して、新型コロナウィルス感染における差別や偏
見について「自分はどう思いどう対応するのか」とお話をいただきました。6月4日㈮までの間に各学年で4時間
特設の人権教育の授業を進めます。誰もが気持ちよく生活していくためにはどうしたらよいか、そのために何が
できるのか対話を通して「思いやりの心」や「豊かな人権感覚」を大切にできるよう学びを深めていきます。
　5月12日㈬には、1年生は「権利の熱気球」を題材に、人が生きていくための大切なことやものは人によって
違っているが、それを認め合える事の大切さを学び合いました。2年生は、「私たちが伝えたい、大切なこと」
の動画視聴から自分の考えは言葉にしなければ相手に伝わらない。そのためにコミュニケーションが大切である
事を学習しました。３年生は、コロナ感染における差別の事例をもとに差別が起きてしまう人の心理について対
話を通して考え、「思いやりの心」「人権感
覚」を高める大切さを学びました。
　特設授業だけでなく日々の学校教育活動す
べての場面を人権教育として捉え、共に学び
合える小海中学校として進めていきます。引
き続き、保護者・地域の皆様には、ご支援と
ご協力をよろしくお願いいたします。

　4月6日㈫、小海高校の入学式が行われ、54名（男子31名、女子23名）が清水久樹校長より入学を許可され
ました。依然として新型コロナウイルスの影響により、学校生活のみならず、社会活動全体が制限される中で、
無事、入学式が執り行われたことをうれしく思います。
　本学年ではＩＣＴ教育の充実と、コロナ下での「学びの保障」
を目的に、タブレットパソコンの導入を予定しています。ツール
としてのＩＣＴ機器をうまく活用しながら、従来の対面式の教育
活動と組み合わせて、より充実した教育につなげたいと思います。
　授業はもちろん、部活動や生徒会活動、学校行事や友人との会
話など、当たり前に思われる学校生活を保障しつつ、新入生全員
にとって、この小海高校での3年間が成長の糧となり、彼らの自
己実現につながることを期待しています。

小海小学校 ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した学び

小海中学校 小海中学校　前期人権教育旬間〈 5月10日～ 6月 4日〉

今! 小海高校 令和 3年度入学生54名
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夜空を眺めて思う
　今年度よりお世話になっております、斉藤優一と申します。専門
は理科（火山学）で、大学の恩師が八ヶ岳の調査をしていた関係で、
何度か小海町に来たことがあり、ご縁を感じます。
　昨年までは、松本市で小中学生向けの科学教室やプラネタリウム
の解説をしていました。ですので、星空や宇宙に興味があります。
「長野県は宇宙県」と呼ばれることがあります。これには、長野県
は標高が高く（物理的に宇宙に近い）、星がきれいに見えるからと
いう理由があります。その中でも、小海や野辺山は、見える星の数
がちがいます。先日、空気の澄み渡った深夜には、さそり座と射手
座の方向に天の川がくっきりと見え、感動しました。
　星空を眺めて、「宇宙人はいるの？」と考えたこと、一度はあり
ますよね。そんな疑問に挑戦した人達がいます。1974年、米国の
カール・セーガンは、アレシボ電波望遠鏡より、2万4000光年離
れた球状星団M13に向けメッセージを発信することにしました。
そこで生まれたのが、①「宇宙人には何語で書けばいいのか？」と
いう問いです。②導き出した答えは図のようなものです（メッセー
ジの一部。人の形、太陽と9つの惑星等）。
　これからの時代は、変化が大きく、予測困難な時代
だと言われます。そこで大事な力は、①自分で問いを
立てられること、②正答のない問いに対して自分なり
の答えを出せることです。美しい星空、八ヶ岳や松原
湖、相木川等の豊かな自然のなかで、小海ならではの
学びとは？を考えていきたいと思っています。

熱 い 共 育 人
小海小学校

教頭
斉藤 優一

vol.51
教育委員会情報　6月

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
　5月合同定例会議（令和3年5月24日）

・児童生徒の近況を報告しました。
・小海町教育委員の任命について確認

しました。
・小海中学校長及び小海小学校長と懇

談しました。
●任期満了により、東馬流の岩下慶一さ

んが 4 月30日で町教育委員を退任し、
大畑の今井茂さんが町教育委員に任命
されました。

　（任期：令和 3 年 5 月 1 日～
令和 7 年 4 月30日）
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「染めごよみ」シリーズ終了
　前号（527号）でもお知らせしましたとおり、
公民館報の裏表紙に長年掲載されてきました
「染めごよみ」シリーズが、今号で掲載終了
となりました。
　長い間ご寄稿をいただき、誠にありがとう
ございました。

新シリーズ予告
　 7 月下旬発行の529号からは新しいシリーズ
を掲載します。
　「小海の自然」と題して、自然豊かな小海周
辺で採れる山菜をシリーズ化し、食べ方を中
心に紹介いたします。
　前公民館報編集委員長の故畠山久紀さんの
遺した貴重な資料と写真です。
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ひとり親臨時特別給付金の申請はお済ですか‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
町民ご意見の取り扱いについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
小海町チャレンジ支援金事業をご利用ください‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
町税等納期のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
令和3年度 自衛官等採用案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

ぶらりさくほ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
風しん抗体検査・予防接種を受けましょう！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
歯科口腔健診を受けましょう‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
チャイルドシート購入費補助制度をご利用ください‥‥‥‥‥‥‥ 18
全国農業新聞を購読しませんか‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
取引・証明用に使用する「はかり」をお持ちのみなさんへ‥‥‥‥ 18
佐久地域流域水循環計画の意見募集‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
小海薬局様からご寄付をいただきました‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
子育て支援だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
やすらぎ園だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20〜23

　令和 3 年（2021年） 4 月28日に日本電算企画株式会社様と15社目となる協定を締
結いたしました。日本電算企画様は東京都港区虎ノ門に本社を構え、主に中央省庁、
独立行政法人向けにシステム開発を提供する企業です。
　今回の協定締結にあたり、既に協定いただいている株式会社シグマクシス様のお力添え、また、令和
2 年度の林野庁補助事業によるエビデンス報告会がきめてとなっております。
　コロナ禍で、新しい企業とのつながりが難しい中、このような形で協定ができたことは今後の事業発
展の大きな一歩と確信しています。
　「憩うまちこうみ」では、新しいセラピストも随時募集しておりますので、ご興味ある町民の皆様の
ご連絡をお待ちしております。

憩
いこ

うまちこうみ　レポート 19
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新しい議会がスタート
新議会構成決まる

　5月1日、議会改選後の初議会（第3回臨時会）が開催され、議長に有坂辰六氏（大畑）、副議長に小
池捨吉氏（八那池）がそれぞれ選出されました。また、議会から選出の監査委員には、篠原伸男氏（馬
流高根町）が町長から提案され議会の同意を得て選任されました。
　併せて、佐久広域連合議員・一部事務組合議員・各審議会委員の選出が行われ、新しい議会構成が決
まりました。

就
任
あ
い
さ
つ　
議
長　
有
坂
辰
六

　こ
の
度
の
議
会

議
員
選
挙
の
改
選

に
伴
い
、 

五
月
一

日
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
議
員
の
皆
様
の
ご
支
持
を
頂

き
、 

第
三
十
六
代
議
長
の
要
職
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

　私
は
今
回
で
二
度
目
の
就
任
と
な

り
、 

身
に
余
る
も
の
と
自
覚
を
い
た
す

所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た
こ

れ
か
ら
の
二
年
間
の
任
期
を
、
地
方
自

治
法
や
条
例
な
ど
を
遵
守
し
、
誠
心
誠

意
そ
し
て
公
平
公
正
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
先
の
選
挙
公
報
に
も
掲
げ
ま
し
た

が
、
私
の
議
員
と
し
て
の
原
点
で
あ
り

ま
す 

「
小
海
町
の
議
会
議
員
の
職
域
と

職
責
は
、
小
海
町
の
為
と
小
海
町
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
為
に
あ
る
。」 
こ
れ
を

基
軸
と
し
て
、
議
会
運
営
に
臨
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
不
断
に
湧
き
上
が
る
町

政
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
議
員
各
位
と

黒
澤
町
長
を
は
じ
め
理
事
者
並
び
に
職

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
、
議

会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、 

就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

各常任委員会及び議会運営委員会
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　品
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委
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長
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美
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　員
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　篠
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從
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教
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出
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実
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澤
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史
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委
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委
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委

　
　員
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埜
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子

委

　
　員

　
　井
出
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実

委

　
　員

　
　品
田

　宗
久

委

　
　員

　
　小
池

　捨
吉

委

　
　員

　
　篠
原

　伸
男

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

　
　的
埜
美
香
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長

　
　篠
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　哲
雄
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　員

　
　鷹
野

　文
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委

　
　員

　
　小
池

　捨
吉

小 海 町 議 会 議 員 一 般 選 挙 結 果

当日の有権者数 投票者 棄権者 投票率（%）
男 1,858 1,453 405 78.20
女 2,005 1,530 475 76.31
計 3,863 2,983 880 77.22

得票数 氏　名 性別 党派別 職　業 地　区
369.5 篠 原 　 哲 雄 男 無 所 属 自 営 業 本 間 上
262 井 出 　 幸 実 男 無 所 属 農　 業 鎰 　 掛
247 品 田 　 宗 久 男 無 所 属 会社役員 土 村 栄 町
244 有 坂 　 辰 六 男 無 所 属 会社役員 大 　 畑
231 鷹 野 　 文 則 男 無 所 属 無　 職 松 　 原
229 井 出 　 和 人 男 無 所 属 農　 業 親 　 沢
201 的 埜 美 香 子 女 日本共産党 農　 業 宿 　 渡
194.790 篠 原 　 伸 男 男 無 所 属 無　 職 馬流高根町
180 黒 澤 　 敦 史 男 無 所 属 会社役員 芦 　 谷
174.709 篠 原 　 義 從 男 無 所 属 自 営 業 馬流高根町
163.051 渡 邊 　 晃 子 女 日本共産党 無　 職 宿 　 渡
152 小 池 　 捨 吉 男 無 所 属 無　 職 八 那 池

146.948 渡 辺 　 　 均 男 無 所 属 自 営 業 杉 尾
145 古 谷 　 恒 晴 男 無 所 属 農　 業 土 村 南 町

無効票 43

令和3年4月26日執行
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・
お
誕
生

　

お
め
で
と
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ご
ざ
い
ま
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一
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古
清
水　

柊し
ゅ
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谷

二
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新
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昌
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婚

　

お
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と
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ざ
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谷
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逝
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一
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津　

一
男　

91
歳　

親　

沢

二
月

小
池　

典
夫　

79
歳　

八
那
池

古
清
水
義
幸　

91
歳　

本
間
下

浅
沼　

和
夫　

93
歳　

東
馬
流

三
月

井
出　

清
一　

91
歳　

親　

沢

小
山　

正
城　

83
歳　
土
村
南
町

篠
原　

久
代　

93
歳　

本
間
上

久
保　

勝
男　

101
歳　

本
間
下

　
「
戸
籍
の
窓
」
は
小
海

町
に
住
所
が
あ
る
方
・
小

海
町
に
届
出
を
さ
れ
た
方

に
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ

い
た
場
合
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

要
望
に
よ
り
婚
姻
に
限

り
、
小
海
町
に
住
所
が
な

い
方
で
町
外
に
届
出
を
さ

れ
た
場
合
で
も
、
小
海
町

出
身
者
で
希
望
さ
れ
る
方

も
掲
載
し
ま
す
。
役
場
窓

口
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

（

証明書等の交付請求における本人確認について
　個人情報の保護や不正請求の防止を目的に、戸籍謄抄本・住民票・諸証明等の交付請求時には
本人確認が義務付けられています。役場窓口へお越しになる際は必ず本人確認書類をお持ちくだ
さい。

■１点だけで本人確認が可能なもの
　国・地方公共団体が発行した顔写真付き身分証
【例】運転免許証・マイナンバーカード・パスポート・障害者手帳・在留カードなど

■２点以上の組み合わせにより本人確認を行うもの（※顔写真がない場合）
　健康保険証・医療受給者証・学生証・社員証・年金手帳・年金証書など

～代理人の方が交付請求する場合は～
　代理人の本人確認書類の提示をお願いします。また、代理人が行う請求が間違いなく本人
（委任者）から頼まれたものであることを証明するために、本人が作成した委任状が必要です。

住民票等の不正取得防止を目的とした登録型の本人通知制度をご存知ですか？
●本人通知制度の概要
　町では住民票等の不正取得防止を目的に登録型の本人通知制度を実施しています。
　この制度は住民票や戸籍抄謄本などを本人の代理人や第三者（当事者でない人）に交付したと
き、事前登録した本人に対して郵送でお知らせするものです。
　本人通知することにより、不正請求の早期発見、不正請求の抑止、不正取得による個人の権利
の侵害防止につながります。
※この制度は無料で利用できます。希望する方は、役場で事前登録が必要となります。

●事前登録できる方
　小海町に住民登録されている（していた）方。
　小海町に本籍がある（あった）方。
■登録手続きに必要なもの　
　本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）

お問合せ先　小海町役場　総務課窓口係　92－2525
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　平日に役場に来ることが困難な方のために、下記の証明書について休日及び時間外交付を行っ
ています。事前に役場開庁時間内の電話予約またはメールでの予約が必要です。

　
■交付できる証明書

・住民票謄抄本（本籍・個人番号（マイナンバー）の表示の有無が選べます）
※個人番号表示の住民票を同一世帯員以外の方が受け取ることはできません。
・印鑑登録証明書　・所得証明書　・納税証明書
　
■事前予約の方法

①電話による予約　　電話：0267－92－2525
　平日の開庁時間中（午前 8時30分～午後 5時15分）に役場総務課窓口係までご連絡ください。　
②Ｅメールによる予約（madoguchi@koumi-town.jp）
   上記メールアドレスまで下記の内容をお送りください。
　1 ．証明の必要な人の
　　住所、氏名、生年月日、電話番号、印鑑登録番号（印鑑登録証明書の場合）
　2 ．申請及び発行書類と通数

※住民票は必ず謄本（世帯票）または抄本（個人票）を選択し、本籍と個人番号の表示の
有無を記載してください。

※個人番号を表示の場合は使用目的をお書きください。
※所得証明書と納税証明書は証明が必要な年度及び期間をお書きください。
例：令和 3 年度所得証明書（令和 2 年 1 月 1 日から令和2年12月31日までの所得を証明す

るもの）
　3 ．受け取りに来る日と時間
　4 ．受け取りに来る人の氏名、生年月日、証明が必要な人との続柄（受け取りに来る人が本人

以外の場合）

■取りに来る際に必要なもの
　下記の書類をご提示ください。
・本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証等）
・印鑑登録証（印鑑登録証明書の場合）
・本人と同一世帯員以外の方が来られる場合は、本人確認書類のほかに、委任状が必要となり

ます。（印鑑登録証明書の場合は印鑑登録証のみ）
※住んでいる所が同じでも住民票上の世帯が別の場合は、同一世帯員にはなりません。
※委任状は町ホームページの「届出・登録・証明」のコーナーに掲載されている様式をご使用

いただくか、事前に役場窓口までお求めください。 

■手数料は各300円（一通）となります
　※休日及び時間外にお渡しになりますので、お釣りのないようにお願いします。

■受取時間
・平日は業務終了後、午後 7 時30分まで
・休日は午前 8 時30分から午後 7 時30分まで
※上記の時間以外を希望される場合はご相談ください。

お問合わせ先　総務課窓口係（電話９２－２５２５　内線１２４）

事前予約により休日・時間外に証明書の交付が受けられます
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2021年度　税務職員採用
■概　　　　要　

税務署や国税局で「税のスペシャリスト」とし
て勤務する税務職員（国家公務員）を募集しま
す。

■受 験 資 格
①令和 3 年 4 月 1 日において高等学校又は中等

教育学校を卒業した日の翌日から起算して 3
年を経過していない者及び令和 4 年 3 月まで
に高等学校又は中等教育学校卒業見込みの者

②人事院が上記①に掲げる者に準ずると認める
者

■試験の程度
　高等学校卒業程度

■申込方法等
※【原則】インターネット申込み　　　　　　　　　　　　　　　　　
○次のアドレスへアクセスし、説明に従い入力 
　する。
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
○受付期間
　令和 3 年 6 月21日㈪　午前 9 時～ 6 月30日㈬

［受信有効］

【インターネット申込みができない場合】　　　　　　
○問合せ先

希望する第 1 次試験地を所轄する国税局（沖
縄国税事務所）

■試 験 日
第 1 次試験日　令和 3 年 9 月 5 日㈰
第 2 次試験日　令和 3 年10月13日㈬～10月22日 
　　　　　　　㈮のいずれか第 1 次試験合格通 
　　　　　　　知書で指定する日時

■合格者発表日
第 1 次試験合格者　令和 3 年10月 7 日㈭
最 終 合 格 者　令和 3 年11月16日㈫

■問 合 せ 先
○インターネット申込みに関する問合せ
　人事院人材局試験課
　TEL：03−3581−5311　内線2333

午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日及び祝日等
の休日は除く。）

○上記以外の問合せ
　関東信越国税局人事第二課試験係
　TEL：048−600−3111　内線2097

午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日及び祝日等
の休日は除く。）

町
民
ご
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

今
ま
で
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見
や
ご
質
問
に

つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
広
報
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
内
容
や
そ

れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
や
対
応
を
掲
載
基
準
に
よ
り
掲
載
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
特
定
の
個
人
や
団
体
な
ど
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容
の
も

の
が
時
折
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
匿
名
で
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
内
容

の
ご
意
見
に
関
し
ま
し
て
は
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
名
で
連
絡
先
の
分
か
る
ご
意
見
に
つ

き
ま
し
て
は
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
遠

慮
す
る
こ
と
な
く
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
家計が急変したひとり親家庭の方へ

ひとり親臨時特別給付金の申請はお済ですか
①令和３年４月分の児童扶養手当が支給されている方
　→すでに児童扶養手当を受給している口座に振り込み済みで

すので申請は不要です。
②公的年金等を受給していることにより、令和３年４月分の児

童扶養手当の支給を受けていない方
③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するな

ど収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となって
いる方

　→給付金を受け取るには申請が必要となります。

支給額は児童１人につき５万円となります。

申請期限は令和４年２月28日までとなります。
支給要件や申請についてご不明な点がある方は小海町役場
（92−2525）までご連絡ください。



令和3年6月11日 第 5 2 8 号 (　)14役場からのおしらせ

町税等納期のお知らせ 〈令和3年6月～8月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと、督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日

　6　月28日㈪
　7　月26日㈪
　8　月26日㈭

町県民税
（普通徴収） 固定資産税 国民健康

保 険 税
介護保険料

（普通徴収）
後期高齢者医療

保険料（普通徴収）

１期

２期
２期 １期

２期
１期
２期

１期
２期

小海町チャレンジ支援金事業をご利用ください
　町の活性化に自主的かつ主体的に取り組む発想豊かで発展性のある取組に要する経費に対し、
支援金を交付します。
　今年度も随時受付しておりますので、新たな取組や申請を検討されている皆様は、総務課渉外
戦略係までお気軽にご相談ください。

補助対象者
町内に事務所及び活動場所を有する団体等

交付対象事業
「新たなまちづくり」「町民の元気」につながる新たな取組で、
下記項目のいずれかに該当する事業。
（１） 地域の活性化や賑わいの創出につながる事業
（２） 地域の魅力を発掘し、内外へ発信する事業
（３） 地域資源を活用した創意工夫に富んだ事業
（４） 波及効果や発展性が期待される事業
（５） 団体等の自立促進が期待される事業
（６） その他町長が妥当であると認める事業

補助率及び補助上限額

区　　分 補　助　率 補助限度額
本補助金の交付が１回目の場合 補助対象経費の10分の10以内 50万円
本補助金の交付が２回目の場合 補助対象経費の10分の070以内 30万円
本補助金の交付が３回目の場合 補助対象経費の10分の050以内 20万円



第 5 2 8 号 令和3年6月11日(　)15 役場からのおしらせ

令和3年度　自 衛 官 等 採 用 案 内

（注） 1 ．※ 1 ：令和 3 年度の採用人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。
　2 ．※ 2 ：第 1 回で採用予定数を採用した場合、第 2 回は実施しない場合があります。
　3 ．※ 3 ：令和 4 年 3 月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和 3 年 9 月16日以降に行います。
　4 ．※ 4 ：学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い合わ 

　　　せください。
　5 ．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
　6 ．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要項で確認してください。
　7 ．その他、詳細については、各採用（募集）要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。（事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣

官房秘書課へ）
　8 ．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

種　　目 採用人員 資　　格 受付期間
（締切日必着）

試験期間 合格発表

医 科 ・ 歯 科 幹 部

参考（令和 2 年度）
　　陸　約 5 名
　　海　約 1 名
　　空　約 3 名　

※ 1

医師・歯科医師の免許取得者
① 2 月 1 日～ 6 月11日
② 8 月 2 日～10月29日

※ 2

① 6 月25日
②11月19日

① 7 月30日
②12月17日

航 空 学 生

参考（令和 2 年度）
　　海　約74名
　　（女子若干名）
　　空　約72名
　　（男女の区分なし。）

※１

海：18歳以上23歳未満の者
（高卒者（見込含又は高
専 3 年 次 修 了 者 （ 見 込
含））

空：18歳以上21歳未満の者
（高卒者（見込含）又は
高専 3 年次修了者（見込
含））

　7 月 1 日～ 9 月 9 日

　1 次： 9 月20日
　2 次：10月16日～21日
　3 次：（海）11月19日～
　　　　　　12月15日
　　　（空）11月13日～

　1 次：10月 8 日
　2 次：（海）11月10日
　　　（空）11月 5 日
最終：令和 4 年 1 月18日

一 般 曹 候 補 生

参考（令和 2 年度）
　　陸　約4,000名
　　（うち女子約270名）
　　海　約1,500名
　　（うち女子約200名）
　　空　約1,000名
　　（男女の区分なし。）

※１

18歳以上33歳未満の者（32歳
の者は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない者）

① 3 月 1 日～ 5 月11日
② 7 月 1 日～ 9 月 6 日

① 1 次： 5 月21日～30日
　 2 次： 6 月18日～ 7 月 4 日
② 1 次： 9 月16日～19日
　 2 次：10月 9 日～24日
※いずれか1日を指定されます。

① 1 次： 6 月11日
　最終： 7 月23日
② 1 次：10月 4 日
　最終：11月16日

自 衛 官 候 補 生

参考（令和 2 年度）
　男子
　　陸　約2,971名
　　海　約0,448名
　　空　約1,531名
　女子
　　陸　約0,980名
　　海　約0,100名
　　空　約0,250名

※１

18歳以上33歳未満の者（32歳
の者は、採用予定月の 1 日か
ら起算して 3 月に達する日の
翌月の末日現在、33歳に達し
ていない者）

年間を通じて行ってお
ります。

受付時にお知らせします。
※ 3 試験時にお知らせします。

防衛大学校学生

推薦

参考（令和 2 年度）
人文・社会科学専攻　約25名
（うち女子約 5 名）
理工学専攻　約105名
（うち女子約20名）

※ 1

18歳以上21歳未満の者
高卒（見込含）又は高専 3 年
次修了（見込含）で成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実
績を修め、学校長が推薦でき
る者

　9 月 5 日～10日

　9 月25日・26日 10月29日

総合
選抜

参考（令和 2 年度）
人文・社会科学及び
理工学専攻合わせて
約50名
（うち女子約 5 名）

※ 1 18歳以上21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専 3
年次修了者（見込含）

　1 次： 9 月25日
　2 次：10月30日・31日

　1 次：10月15日
最終：11月24日

一般

参考（令和 2 年度）
人文・社会科学専攻　約65名
（うち女子約15名）
理工学専攻 　約235名
（うち女子約25名）

※１

　7 月 1 日～10月27日 　1 次：11月 6 日・ 7 日
　2 次：12月 7 日～11日

　1 次：　　　　11月24日
最終：令和 4 年 1 月21日

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

参考（令和 2 年度）
　約85名

※ 1

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専 3
年次修了者（見込含）

　7 月 1 日～10月13日 　1 次：10月23日
　2 次：12月15日～17日

　1 次：　　　　12月 2 日
最終：令和 4 年 1 月31日

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生
（自衛官候補看護学生）

参考（令和 2 年度）
　約75名

※ 1

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専 3
年次修了者（見込含）

　7 月 1 日～10月 6 日 　1 次：10月16日　　　
　2 次：11月27日・28日

　1 次：　　　　11月12日
最終：令和 4 年 2 月 4 日

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推薦
参考（令和 2 年度）
　約90名

※ 1

男子で中卒（見込含）
17歳未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者

11月 1 日～12月 3 日
令和 4 年 1 月8日～11日
※いずれか 1 日を指定
されます。

令和 4 年 1 月20日

一般
参考（令和 2 年度）
　約260名

 ※ 1
男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

11月 1 日～
令和 4 年 1 月14日

　1 次：令和 4 年 1 月22日・23日
　2 次：令和 4 年 2 月 3 日～ 6 日
※いずれか 1 日を指定されます。

　1 次：令和 4 年 1 月28日
最終：令和 4 年 2 月17日

貸 費 学 生 技術
参考（令和 2 年度）
　陸　　　　
　海　約18名
　空　 　　

※ 1

大学の理学部、工学部
※ 5 の 3 ・ 4 年次又は大学院
（専門職大学院を除く。）修
士課程在学（正規の修業年限
を終わる年の 4 月 1 日現在で
26歳未満（大学院修士課程在
学者は28歳未満））

10月1日～
令和 4 年 1 月14日 令和 4 年 1 月29日 令和 4 年 4 月22日

予備自衛官補
一般 陸　約1,400 18歳以上34歳未満の者 ① 1 月 6 日～ 4 月 9 日

② 7 月 1 日～ 9 月17日
※ 2

① 4 月17日～21日
②10月 2 日～ 5 日
※いずれか 1 日を指定されます。

① 5 月21日
②11月 5 日技能 陸　約200名

海　約020名
18歳以上で国家免許資格等を
有する者（資格により年齢上
限は53歳未満～55歳未満）

〈自衛官募集ホームページ〉

〈自衛官募集ツイッター〉
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風しん抗体検査・予防接種を受けましょう！

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん

だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ら

が
原
因
で
誤
嚥
性
（
ご
え
ん
せ

い
）
肺
炎
（
細
菌
が
唾
液
や
胃

液
と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生

じ
る
肺
炎
で
す
。）
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が

合
わ
な
い
、
特
に
自
覚
症
状
は

な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認

し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
対
象
者

　

⑴
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
〜
昭

和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

生
ま
れ
の
被
保
険
者
（
令
和

二
年
度
に
七
十
五
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
方
）

⑵
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
〜
昭

和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
生

ま
れ
の
被
保
険
者
（
令
和
二

年
度
に
七
十
六
〜
七
十
九
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）
の

う
ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病

に
係
る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴

が
あ
り
、
か
つ
、
令
和
二
年

度
に
歯
科
医
療
の
受
診
が
な

か
っ
た
方

・
案
内
通
知
な
ど

六
月
下
旬
に
対
象
者
に
対
し
、

案
内
通
知
と
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
。

・
健
診
期
間

　

令
和
三
年
七
月
一
日
㈭
か
ら

　

令
和
三
年
十
二
月
三
十
日
㈭

・
健
診
費
用

　無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要

な
場
合
は
、
そ
の
治
療
費

は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
医
療
機
関

　

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科 

　

医
院（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

・
予
約
方
法

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　

受
診
券

　

被
保
険
者
証

　

お
薬
手
帳
（
無
い
場
合
は
、 

　

不
要
で
す
）

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合

　

保
健
事
業
室
（
電
話
〇
二
六 

　

ー
二
二
九
ー
五
三
二
〇
）

　町では、抗体保有率が低い下記対象者に抗体検査・予防接種のクーポン券（無料）を配布して
います。
　風疹は、感染力が高く妊娠中の女性が、風疹ウイルスに感染すると赤ちゃん
の目や耳、心臓などに障害が出る可能性があります。自身の健康はもちろん、
これから生まれてくる赤ちゃんを社会全体で守るために、抗体検査・予防接種
を実施しましょう。

●対 象 者：昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれた男性
●有効期限：2022年２月末まで　

※紛失や転入等によりクーポン券がお手元にない場合は、再発行が可能ですので役
場保健係（92−2525）までご連絡下さい。

※他の市町村に転居された場合は、小海町のクーポン券は使えません。転居後の市
町村に再発行を申請してください。

●抗体検査・予防接種を受けられる近隣の医療機関
　・小海分院　　　　　　電話92−2077　　　　・佐久総合病院本院　　電話82−3131
　・千曲病院　　　　　　電話86−2360　　　　・たなべ診療所　　　　電話86−1186
　・八千穂クリニック　　電話88−3931　　　　
　※ その他の医療機関につきましては、厚労省HPをご覧ください。 
●町の総合セット健診（10月実施）でも、抗体検査を受けることが出来ます。

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～



令和3年6月11日 第 5 2 8 号 (　)18役場からのおしらせ
　

六
歳
未
満
の
子
ど
も
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
町
で
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
内
容
は
、
一
人
に

対
し
て
上
限
一
万
円
（
購
入
費

が
一
万
円
未
満
の
場
合
は
、
購

入
費
実
費
負
担
分
と
し
、
千
円

未
満
は
切
捨
と
し
ま
す
）。

　

対
象
は
、
保
護
者
及
び
子
ど

も
が
共
に
小
海
町
に
住
所
が
あ

り
、
満
六
歳
未
満
の
子
ど
も
の

い
る
保
護
者
で
す
。
申
請
に
は
、

役
場
に
あ
り
ま
す
申
請
書
と
購

入
し
た
際
の
領
収
書
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は

取
り
扱
い
説
明
書
の
写
し
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
民
課
生
活
環

境
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

合
専
門
紙
で
す
。「
週
刊
」
と

い
う
一
週
間
の
時
間
を
生
か
し
、

情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解

説
的
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
読
者
の
皆
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
家

族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
日

発
行
で
購
読
料
は
七
〇
〇
円
／

月
で
す
。
購
読
を
ご
希
望
の
方

は
、
小
海
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
電
話
九
二
ー
二
五
二
五)

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の

公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委

員
会
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

佐
久
地
域
流
域
水
循

環
計
画
の
意
見
募
集

取
引・証
明
用
に
使
用

す
る「
は
か
り
」を
お

持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

再
就
職
や
転
職
を
目
指

す
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

(

職
業
訓
練) 

の
ご
案
内

　

働
く
意
思
と
能
力
が
あ
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
無
料
で
受
講

が
可
能
で
す
。 

（
一
部
実
費
負

担
あ
り
）

　

訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険

ま
た
は
求
職
者
支
援
制
度
に
基

づ
く
給
付
金
が
受
給
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
主
な
訓
練
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
、
I
T

関
連
、
O
A
経
理
事
務
、 

介

護
福
祉
、 

W
E
B
デ
ザ
イ
ン
、

他
●
訓
練
期
間

　

原
則
二
か
月
か
ら
六
か
月
間

※
詳
し
く
は 

「
ハ
ロ
ト
レ
長

野
」
で
検
索
、
ま
た
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
長

野
労
働
局
訓
練
室　

℡
〇
二

六
ー
二
二
六
ー
〇
八
六
二
ま

で放
送
大
学
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

●
放
送
大
学
は
、 

十
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
約
三
百
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
一
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
〇

二
六
六
ー
五
八
ー
二
三
三

二
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

●
出
願
期
間
は
、
第
一
回
は
八

月
三
十
一
日
ま
で
、
第
二
回

は
九
月
十
四
日
ま
で
。

小
海
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

小
海
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

小
海
町

小小
海
町町

シ
ョ
ン
ョ
ン
ョ
ン
ョ
ン
ョ
ン
ョ
ン

シシシシシシシ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

フ
ォ
メ
ー

イイ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

く
ら
し
の

　
　
　
情
報

　

農
産
物
や
食
品
を
パ
ッ
ク
詰

め
し
た
り
、
学
校
等
に
お
い
て

体
重
を
測
定
す
る
は
か
り
な
ど

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
二
年
に
一
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
当
町
を
対
象
と

し
て
、
定
期
検
査
が
下
記
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
「
は

か
り
」
を
持
参
し
、
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、検
査
に
は
手
数
料（
検

査
代
金
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

日

　時

　

令
和
三
年
八
月
五
日
㈭

　

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

場

　所

　

総
合
セ
ン
タ
ー
一
階

お
問
合
せ
先

　

産
業
建
設
課
商
工
観
光
係

　

電
話
〇
二
六
七
ー
九
二
ー
二 

　

五
二
五

長
野
県
計
量
検
定
所 

検
定

・
検
査
課

電
話
〇
二
六
三
ー
四
七
ー
四

〇
〇
六

【
小
海
町
町
民
課
生
活
環
境
係

　九
二
ー
二
五
二
五
】

　

佐
久
地
域
十
一
市
町
村
及
び

東
御
市
で
構
成
す
る
、
佐
久
地

域
流
域
水
循
環
研
究
検
討
協
議

会
で
は
、
地
域
共
有
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
水
資
源
を
、
未
来

に
確
実
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
佐
久
地
域
流

域
水
循
環
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
計
画
素
案
の
閲
覧
場
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
小
海
町
役

場
ホ
ー
ル
、
町
民
課
生
活
環

境
係
窓
口

▼
募
集
期
間

六
月
十
七
日
㈭
〜
七
月
七
日

㈬
▼
意
見
提
出
方
法

指
定
の
様
式
に
よ
り
、
い
ず

れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

・
郵
送

　

町
民
課
生
活
環
境
係

・
Ｅ
メ
ー
ル

　

seik
atsu

k
an

k
y
o@

koum
i-tow

n.jp 

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

九
二
ー
四
三
三
五

・
持
参

　

町
民
課
生
活
環
境
係

・
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス

※
電
話
や
口
頭
に
よ
り
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

小
海
薬
局
様
か
ら

・
お
て
て
ポ
ン　
　

七
個

・
ウ
エ
ル
パ
ス
手
指
消
毒

液
五
百
㎖　

一
ケ
ー
ス

・
不
織
布
プ
リ
ー
ツ
マ
ス

ク
五
枚
入
り

二
十
四
袋

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。



第 5 2 8 号 令和3年6月11日(　)19 役場からのおしらせ

子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★パパママ・カンガルーひろば
・ 7 月 1 日㈭　10時〜　「まる得ママ会①」
★おもちゃランド
・ 7 月15日㈭　10時〜　「水あそび」
・ 8 月26日㈭　10時〜　「ピクニック」

児 童 館 事 業
★子ども教室
・7 月 7 日㈬　放課後〜　「人権擁護委員による人形劇」
・8 月 3 日㈫　 9 時〜　　「夏祭り」
・8 月11日㈬　 9 時〜　　「地域探検」

次 世 代 育 成 事 業
★子ども探検隊
・8 月 7 日㈯　 9 時〜　「川遊び」

７・８月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２−２５８０

※各教室は新型コロナウイルス等感染症対策のため延期、又は中止になることもありますのでご了承ください。

◆白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・ 7 月18日㈰　13時30分～16時
　・ 8 月15日㈰　13時30分～16時
　　場所：佐久穂町社会福祉協議会こまどり支所
　　　　　（佐久穂町畑660）

◇小海町結婚相談
月〜金曜日の 8 時30分〜17時15分まで、小海
なかよし児童館にて受付けております。お気
軽にご相談ください。

※相談はご本人でもご家族でも結構です。

結婚推進事業　～婚活のすすめ～

●児童手当現況届の堤出について
　児童手当受給者の皆様に、児童手当現況届申請用紙
を送付しました。6月1日現在の状況を記載のうえ、
添付書類を添えて6月30日㈬までに、同封の返信用封
筒にて返送、又は小海なかよし児童館、役場窓口へご
堤出ください。記載事項や、添付書類の漏れにご注意
ください。
※必ず期限までにご提出ください。

●児童手当の支給について
◆6月は児童手当支給月です。
　今回は6月4日㈮に振込みましたので、ご確認をお願いします。
　児童手当は年3回、6月・10月・2月に支給します。

●低所得の子育て世帯生活支援特別給付金支給について
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）に対
し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、令和3年度の住民税が非課税の子育て世帯に、児童一人
当たり5万円を支給します。支給時期や申請方法等、詳しくは町ホームページ等で改めてお知らせします。
※公務員の方や、高校生のお子さんがいる方等は申請が必要となります。
※ひとり親世帯につきましては、県から支給されます。

子育てフェスタ中止のお知らせ
　6月20日㈰開催予定の「子育てフェスタ」
は、新型コロナウイルス感染症対策のため、
中止とさせていただきます。
　楽しみにされていた皆様には申し訳ござい
ませんが、ご理解の程、よろしくお願いいた
します。
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.186

社会福祉協議会のあらまし
　社会福祉協議会は社会福祉法に基づき、各都道府県、区、市町村に地域福祉を推進する団体とし
て設置されております。
　小海町社会福祉協議会は「誰もが皆自分らしく生きるために、支え合う地域づくりを目指しま
す」という基本理念に基づき、さまざまな活動を行っております。

地域住民に関する事

●福祉活動コーディネート・ボランティアコーディネート
地域における支え合い活動、ボランティア活動の支援。

●生活支援体制整備事業
多様な機関と連携・協働により生活支援や介護予防の支え合い体制を進める。

●災害時等防災支え合いマップ
日常や災害発生時に備え、危険箇所の確認や、支えが必要な住民を把握し、支援の備えにつなげる。

●生活困窮者自立支援事業「まいさぽ佐久」出張所
相談を受け、自立に向けての就労支援など、「まいさぽ佐久」につなげ、支援を行う。

●生活福祉資金貸付
低所得世帯に低利または無利子で貸付を行い、経済的自立や教育資金の支援等、社会参加の道筋を確
保する。
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●小口資金貸付
小海町在住の低所得者に少額貸付を行い、自立更生援護を行う。

●日常生活自立支援事業
判断能力が不十分な方への自立に向けた福祉サービス利用等の援助を行う。

●居住支援・包括的重層支援事業
住宅セーフティネット法に基づき、住宅確保要配慮者への入居支援等を行う。また、引きこもり等へ
の支援を行う。

●福祉教育
地域住民、小中学校などを対象に福祉体験、講座などを行う。

●各種事務局
・長野県共同募金会小海支部　・小海町赤十字奉仕団　　　・小海町遺族会　
・小海町シニアクラブ連合会　・小海町手をつなぐ育成会　・小海町母子寡婦福祉会
・ボランティア連絡協議会

高齢者に関する事
●老人福祉センター

　老人福祉センターの運営、福祉風呂の管理。
●食事サービス

75歳以上の独居の方、80歳以上の高齢者世帯で、買い物食事作りが困難だったり、人と交流したい
方が対象。（川東年6回、川西年6回）

●介護に関する事
・居宅介護支援事業所（介護保険、介護予防ケアマネジメント）
・訪問介護事業所(ホームヘルプサービス)
・通所介護事業所（デイサービスセンターやすらぎ園、宅老所なごみ）
・介護予防教室（二輪草の会、パワーアップ教室）
・介護者会
・輸送サービス事業（公共交通機関の利用が困難な車いす使用者の病院等への搬送）
・介護商品券（おむつ等常時利用者へ年4回配布）

●配食安否確認事業
概ね65歳以上の独居、高齢者世帯で食事の確保が困難な方への夕食の配達。

●独り暮らしの会「ふれあい会」
概ね65歳以上の独居の方の会。

障がいに関する事
●障害福祉サービスに関する事

・指定特定・障害児相談支援事業所「やすらぎ園」
　障がい者・児を対象に仕事の相談や普段の
　暮らしの相談を受け支援を行う。
・生活介護
・訪問介護（居宅介護、重度訪問介護、同行援護）
・移動支援

●希望の旅
日頃外出の機会が少ない障がいのある方に対し、
外出と交流の機会を提供。

善
意
銀
行
御
礼

（
令
和
三
年
三
月
～
五
月
）

井
出　

平
嗣　

様
（
鎰　

掛
）

堀
川
眞
砂
子　

様
（
溝
ノ
原
）

篠
原
三
八
子　

様
（
本　

間
）

黒
沢
燃
料　

様
（
本　

村
）

広
屋
呉
服
店　

様
（
土　

村
）

　

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

・輸送サービス事業（公共交通機関の利用が困難な車いす使用者の病院等への搬送）
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ボランティア通信
No.6

令和3年度小海町ボランティア連絡協議会
令和 3 年 4 月1日～令和 4 年 3 月31日

登録団体紹介

その他、町内には個人ボランティアさんもいらっしゃいます。
興味のある方は、小海町社会福祉協議会 92−4107までご連絡ください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ボランティア　根っ子の会  

小海町食生活改善推進協議会 

小海町更生保護女性会  

花を愛する会  

やすらぎ園ボランティア

小海そば打ちクラブ八ッ手峯会

傾聴ボランティア

つながり隊

更紗どう暖の会

子育てサポート

八峰村

小海おはなし本舗

朝霧会

習知会

グループ名

井出　和子

新津みつ江

井出　紫珠

井出　雄二

三井田淳子

新井　松夫

小池　律子

中尾　博人

小山　　茂

山下　良一

道上紀美子

菊原　修一

小山みのり

成澤　良夫

代表者名

4

11

1

22

5

24

4

6

1

5

男性

10

16

39

8

6

8

6

14

2

22

10

7

22

女性

10

16

39

12

6

19

7

36

7

46

14

13

23

5

合計
社協への協力（二輪草のお手伝い　他）、
行事への参加
手作り作品作成・バザーでの販売

健康学習や調理実習　食のボランティア

保護観察活動の援助・地域社会浄化活動
（駅周辺宮下待避所の清掃）
子育て支援　母の鈴を作り中学3年生に贈呈

社協への協力（花壇造り・草取・菊の配
布活動）

デイサービスへの協力

社協行事への参加、そば打ち教室の開催
・指導

個人宅、老人福祉施設での傾聴活動、傾
聴学習会

住民参加型の在宅福祉サービス

社協への協力、ほかのボランティアグル
ープの手伝い　等

小海町に暮らす全子どもたちの見守り、
学習支援、児童館活動の補助

自然に恵まれた資源を発掘し活用しなが
ら、地域おこし

小海町に伝わる昔話や伝説を後世に伝え
る紙芝居の作成及び読み聞かせ

障がい者施設夏祭り手伝い、保育園訪問、
病院祭への協力

文化祭展示、三石勝五郎展、楽集館ミニ
ギャラリー展示、歴史ガイドの研修・実施

活　動　内　容
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災害ボランティア講座のお知らせ
　毎年、日本各地で地震や集中豪雨、台風、大雪が原因となり広域かつ同時多発的な災害
が多く発生しています。そういった各地で発生した災害にどのように対応していくのか自
分の暮らしに寄せて災害について考えてみることなどを学びます。

日　　　　時　　令和3年7月4日㈰　13：30〜15：30（受付13：00〜）
会　　　　場　　小海町総合センター　多目的ホール
参 加 対 象 者　　災害ボランティアに興味のある方どなたでも
　　　　　　　　（ご家族づれ大歓迎）
講　　　　師　　石井　布紀子　氏（NPO法人さくらネット代表理事）
　　　　　　　　長野県社会福祉協議会 　橋本　昌志　氏　徳永　雄大　氏
参 加 費　　無料
参加申し込み　　6月25日㈮までに　小海町社会福祉協議会（92−4107）へお願し 
　　　　　　　　ます。
主　　　　催　　小海町ボランティア連絡協議会　小海町赤十字奉仕団

　ボランティアは義務や仕事ではありません。だから、お
金や品物などの報酬や代償はありません。「ありがとう」
の感謝の言葉や活動を通じて友達がたくさんできることが
自分の心を豊かにしてくれます。財布は潤いませんが、心
の財産がたくさんできます。
　社会福祉協議会はこれからボランティア活動を始めるみ
なさん、すでにボランティア活動をしている皆さんを応援する窓口です。わからない
事、困ったことがあればお気軽にご相談ください。

　昨年9月から町内のボランティア活動に御協力いただいている皆様にPポ
イントを付与しています。
～交換方法～
　小海町社会福祉協議会で発行している「小海町ボランティアポイント手
帳」に活動内容等をご記入していただき小海町社協までお持ちください。お
手持ちのＰポイントカードにポイントを付与します。
　不明な点がありましたら小海町社会福祉協議会（92−4107）迄お気軽に
お問合せください。

ボランティアとは

ボランティア活動によるPポイントの交換はお済みですか？
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小海の植物小海の植物
染めごよみ�

最終回
文／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

　

美
術
館
で
は
六

月
十
九
日
㈯
か
ら
、

奇
想
天
外
な
発
想
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

描
写
、
強
烈
な
極
彩
色
に
よ
る

生
命
力
み
な
ぎ
る
作
品
を
描
き

続
け
る
、
絵
本
作
家
で

あ
り
画
家
の
、
ス
ズ
キ

コ
ー
ジ
氏
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ス
ズ
キ
氏
は
、
一
九

四
八
年
静
岡
県
に
生
ま

れ
、
物
心
が
つ
い
た
頃

か
ら
絵
を
描
き
始
め
て

現
在
に
至
り
ま
す
。「
エ

ン
ソ
く
ん 

き
し
ゃ
に

の
る
」（
図
版
）
で
小

学
館
絵
画
賞
受
賞
を
は

じ
め
他
に
も
多
数
の
賞

を
受
賞
。
創
作
絵
本
、

画
集
、
マ
ン
ガ
、
映
画

や
演
劇
の
ポ
ス
タ
ー
、

舞
台
装
置
や
衣
装
、
店

の
看
板
や
マ
ッ
チ
箱
、

壁
画
な
ど
、
そ
の
才
能

は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
多
く
の
フ
ァ
ン

を
持
ち
ま
す
。
本
展
で

は
、
最
新
作
「
そ
も
そ

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
な

ど
の
創
作
絵
本
原
画
、

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
か
ら

生
ま
れ
た
巨
大
キ
ャ
ン

バ
ス
絵
、
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
立

体
な
ど
多
数
の
作
品
を
紹
介
し
、

ス
ズ
キ
氏
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　

開
催
初
日
に
は
ス
ズ
キ
氏
に

よ
る
作
品
解
説
と
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
存
在
で

す
が
、
今
で
は
そ
の
心
を
忘
れ
去

っ
て
、
自
然
か
ら
距
離
が
遠
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
は
遠
の
い
た
が
、
そ
の
気
に
な

れ
ば
ま
だ
身
近
に
草
木
は
残
っ
て

い
る
。
私
は
小
海
町
に
来
て
豊
か

な
四
季
を
感
じ
、
そ
の
巡
り
に
植

物
が
表
情
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
花
を
笑
み
、
緑
の

装
い
を
移
ら
せ
る
。
親
し
く
な
れ

ば
日
々
に
潤
い
が
加
わ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
草
木
と
向
き
合
っ
て
、

染
め
る
と
い
う
時
間
を
持
て
る
こ

と
が
大
き
な
喜
び
に
な
り
、
自
然

の
姿
が
植
物
へ
の
理
解
を
深
め
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
様
々

な
植
物
の
色
を
ス
ト
ー
ル
に
移
し

と
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、「
生

活
の
布
作
り
」
へ
。
絞
り
染
め
技

法
・
型
染
技
法
の
習
得
へ
と
推
移

し
、
多
く
の
染
織
産
地
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、〈
ギ
ャ
ラ
リ

ー
創
〉
で
東
西
教
室
の
皆
さ
ん
の
、

厚
み
あ
る
作
品
の
展
示
会
を
六
回

も
開
催
出
来
ま
し
た
。
今
は
農
山

村
の
伝
統
文
化
の
中
で
の
植
物
の

役
割
を
知
り
、
生
活
の
流
れ
の
中

に
組
み
込
ま
れ
た
草
木
を
季
節
に

合
わ
せ
て
染
め
は
じ
め
て
い
ま
す
。

暦
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
六
世

紀
頃
で
す
。
稲
作
文
化
が
広
ま
る

に
つ
れ
て
、
気
候
変
化
に
沿
っ
た

農
耕
プ
ロ
セ
ス
の
節
目
を
明
確
に

す
る
事
が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
節
目
に
行
わ
れ
る
行
事
が
節

句
で
、
五
節
句
〈
人じ

ん

日じ
つ

の
節
句

=

七
草
が
ゆ
〉〈
上

じ
ょ
う

巳し

の
節
句=

桃
の
節
句
〉〈
端
午
の
節
句
〉〈
七

夕
の
節
句
〉〈
重ち

ょ
う
よ
う陽

の
節
句=

菊

の
節
句
〉
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

春
夏
秋
冬
に
六
節
気
ず
つ
充
て
ら

れ
た
二
十
四
節
気
と
、
日
本
の
気

候
風
土
に
合
う
よ
う
に
江
戸
時
代

に
作
成
さ
れ
た
〈
本
朝
七
十
二

候
〉
が
あ
り
ま
す
。
七
十
二
候
は

花
や
草
木
な
ど
の
植
物
、
虫
や
鳥

な
ど
の
生
物
、
そ
し
て
雨
や
雪
な

ど
の
自
然
現
象
に
目
を
向
け
た
季

節
の
目
安
と
し
て
、
田
植
え
や
畑

の
作
物
作
り
、
野
菜
・
果
実
の
収

穫
時
期
の
目
安
の
農
事
暦
で
も
あ

り
ま
す
。
因
み
に
「
気
候
」
と
い

う
言
葉
は
、二
十
四
節
気
の「
気
」

と
七
十
二
候
の
「
候
」
か
ら
出
来

た
も
の
で
す
。
今
年
三
月
に
小
海

図
書
館
か
ら
Ｄ
39
発
行
の
「
佐
久

七
十
二
候
」
の
紹
介
を
う
け
ま
し

た
。
佐
久
の
気
候
風
土
や
一
年
の

季
節
を
体
感
し
た
か
の
よ
う
に
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
空
気
、

雰
囲
気
、
匂
い
や
音
な
ど
の
感
覚
、

豊
か
さ
が
溢
れ
る
書
で
し
た
。
私

は
「
佐
久
七
十
二
候
」
を
身
近
な

も
の
と
し
、
改
め
て
小
海
の
四
季

を
通
し
て
植
物
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
そ
こ
に
草
木
の
表
情
の
変
化

・
活
力
を
感
じ
て
、
染
め
る
と
い

う
対
話
の
中
で
豊
か
な
時
間
に
満

た
さ
れ
な
が
ら
、
今
後
も
草
木
染

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。平
成
二
十
四
年
四
月
に「
染

め
ご
よ
み
⑴
」
を
掲
載
以
来
九
年

余
が
過
ぎ
ま
し
た
。
長
野
県
は
古

く
か
ら
養
蚕
を
は
じ
め
染
織
文
化

が
発
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
草
木
染

に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
が
興
味
を
持

っ
て
下
さ
っ
て
、「
染
め
ご
よ
み
」

を
読
ん
で
多
く
の
問
合
せ
や
激
励

を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
嬉
し
か
っ

た
の
は
新
し
い
染
材(

野
菜
・
果

樹
な
ど)

の
紹
介
を
頂
い
て
私
の

成
長
の
糧
と
な
っ
た
事
で
し
た
。

多
く
の
読
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
書
き
続
け
ら
れ
た
「
染
め
ご
よ

み
」
で
す
。
感
謝
し
つ
つ
筆
を
置

き
ま
す
。

あ
と
が
き
と
し
て

　
日
本
人
は
、
人
間
を
「
人
草
」

「
民
草
」
と
呼
ん
で
き
た
。
自
然

「
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
の
大
魔
法
画
展
」開
催
！

フォトニュース

5月24日㈪から小海町総合センターで、高齢者向け新型コロナワ
クチンの集団接種が始まりました。




